
広報WARABI ● 平成26年６月１日発行 ／ 発行所・蕨市役所
● http://ｗｗｗ.city.warabi.saitama.jp/
● 蕨市の面積　５.10km２

● ５月１日現在人口：72,295人 前月比 ＋158人
 　　　　　　　　　   男 36,665人　女 35,630人
　　　　　　　　　 世帯数：35,968
　　　　　　　　　 人口密度：14,175人／km２

2014/平成26年
わらび・757

輝く笑顔と歯をいつまでも
たいせつなのは歯磨き習慣

　きらきらとした子どもたちの笑顔と
白い歯。秘訣の一つは市内全小学校で
給食後に行われる歯磨きです。ここ東
小学校でもみんな丁寧に歯を磨いてい
ました。今月４日～10日は「歯と口の
健康週間」です。すてきな笑顔の源、
歯の健康を考えてみてはいかがですか。

～今月の特集～
◦河鍋暁斎記念美術館
 天才絵師の作品 蕨にあり
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特
集
　
河
鍋
暁
斎
記
念
美
術
館

天
才
絵
師
の
作
品

　
　
　
　
蕨
に
あ
り

　
市
民
の
皆
さ
ん
は
河か
わ

鍋な
べ

暁き
ょ
う

斎さ
い

と
い
う
画
家
を
ご
存
じ
で
す
か
。

天
才
絵
師
と
称
賛
さ
れ
、幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
活
躍
し
た
人
物
で
す
。

そ
の
暁
斎
の
作
品
を
多
数
所
蔵
す
る
美
術
館
が
私
た
ち
の
ま
ち
、

蕨
に
あ
り
ま
す
。
河
鍋
暁
斎
記
念
美
術
館（
南
町
４-

36-

４
）で
す
。

今
月
の
特
集
は
暁
斎
と
同
館
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
７
歳
で
浮
世
絵
師
・
歌う

た

川が
わ

国く
に

芳よ
し

に
入
門
し
、
そ
の
後
、
狩か

野の
う

派
へ
移

り
、
修
業
を
積
ん
だ
経
験
に
加
え
、
さ

ま
ざ
ま
な
流
派
や
画
法
を
学
ん
だ
暁
斎

だ
か
ら
こ
そ
得
ら
れ
た
名
声
で
す
。

　

人
物
や
動
物
を
い
き
い
き
と
躍
動
的

に
描
く
こ
と
の
で
き
る
高
い
筆
力
や
写

生
力
、
ま
た
、
妖
怪
を
愛
ら
し
く
表
現

す
る
こ
と
の
で
き
る
豊
か
で
奇
抜
な
発

想
力
を
兼
ね
備
え
て
い
た
暁
斎
は
、
国

内
だ
け
で
な
く
海
外
で
も
評
判
と
な
り
、

晩
年
に
は
、外
国
人
に「
日
本
最
大
の
画

家
」
と
た
た
え
ら
れ
る
ほ
ど
で
し
た
。

　

戦
後
し
ば
ら
く
は
、
日
本
の
美
術
史

や
展
覧
会
か
ら
、
そ
の
名
が
聞
か
れ
な

く
な
り
ま
し
た
が
、暁
斎
の
曾
孫
・
河
鍋

　

幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
た
激
動
の
時

代
、
江
戸
・
東
京
を
拠
点
に
人
気
画
家

と
し
て
活
躍
し
た
河
鍋
暁
斎
。
神
仏
・

仙
人
を
描
い
た
神
仙
画
や
美
人
画
な
ど

正
統
派
の
絵
か
ら
、
風
刺
画
や
戯
画
、

妖
怪
画
な
ど
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
絵
ま
で
、

あ
ら
ゆ
る
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
を
描
き
、

天
才
絵
師
と
称
賛
さ
れ
ま
し
た
。

国
内
外
に
名
を
響
か
せ
た
暁
斎

▶�ほほえむ美人の表情
から、暁斎特有の近
代的な活力を感じる
ことができる作品

◀�踊る動物や妖怪たち
を描いた有名な作品。
不気味な音楽が聴こ
えてくるようです

※�いずれも常時展示は
していません 暁斎筆 文

ふみ
読
よ

む美
び

人
じん

明治21年（1888）頃
暁斎筆 鳥

ちょう
獣
じゅう

戯
ぎ

画
が

　猫
ねこ

又
また

と狸
たぬき

制作年不詳

現在の茨城県古河市で
生まれる。浮世絵や狩
野派を学び、江戸・東
京の庶民から人気を博
す｡明治９年､万国博覧
会に肉筆画を出品。14
年、内国勧業博覧会で
日本画の最高賞受賞。
娘の暁翠も日本画家。

yosai
awanabe

▲▶常時40～50点の作品を展示しています（河鍋暁斎記念美術館）

河
かわ

鍋
なべ

 暁
きょう

斎
さい

天保２年（1831）
～明治22年（1889）

K

暁斎筆 蟹の綱渡り（部分）
制作年不詳
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開館＝午前10時～午後４時
休館＝木曜日､毎月26日～末日
ところ＝南町4-36-4
問い合わせ＝☎441・9780
URL＝http://kyosai-museum.jp/

蕨 京浜東北線
JR 西川口駅

西口

●

●●

三和中央通
り

桜並木

●スーパー

若葉公園

緑

　川

河鍋暁斎記念美術館

カリン通り
鬼沢橋

国
道
17号

喫茶店

喜沢
通り

公益財団法人

河鍋暁斎記念美術館 楠く
す

美み

さ
ん
（
上
囲
み
）
ら
の
尽
力
も
あ

り
、
平
成
以
降
は
イ
ギ
リ
ス
・
大
英
博

物
館
を
は
じ
め
、
京
都
国
立
博
物
館
や

三
井
記
念
美
術
館
で
展
覧
会
が
開
か
れ

る
な
ど
、再
び
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

暁
斎
の
作
品
を
い
つ
で
も
見
る
こ
と

が
で
き
る
の
が
、
南
町
に
あ
る
河
鍋
暁

斎
記
念
美
術
館
で
す
。
昭
和
52
年
、
河

鍋
楠
美
さ
ん
が
自
宅
を
改
装
し
、
設
立

し
た
同
館
。
絵
画
や
版
画
な
ど
の
完
成

品
に
加
え
、河
鍋
家
に
伝
わ
る
下
絵（
下

書
き
）
を
多
数
所
蔵
し
て
い
ま
す
。

　

３
２
０
０
点
以
上
の
作
品
を
有
す
る

同
館
で
は
、
１
、
２
か
月
ご
と
に
テ
ー

マ
を
替
え
た
展
覧
会
が
開
か
れ
、
仏
画

か
ら
、
戯
画
や
幽
霊
画
な
ど
ま
で
、
多

彩
な
作
品
を
楽
し
め
る
の
が
特
徴
で
す
。

な
お
、
展
示
中
の
幽
霊
画
や
妖
怪
画
は

暁
斎
の
人
気
の
あ
る
題
材
の
一
つ
で
す
。

　

皆
さ
ん
も
同
館
に
足
を
運
び
、
さ
ま

ざ
ま
な
魅
力
を
持
つ
暁
斎
の
世
界
を
味

わ
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

多
彩
な
作
品
そ
ろ
え
る
美
術
館

ここでは暁斎の曾孫に当たる河鍋楠美館長に、暁斎や美術館
にまつわるエピソードについてお話をしていただきました。

暁斎筆 毘
び

沙
しゃ

門
もん

天
てん

之
の

図
ず

嘉永元年（1848）

斎
と
い
う
画
家
の
こ
と
を
、

私
が
幼
い
頃
は
多
く
の
人
が

ご
存
じ
で
し
た
。
し
か
し
、
徐
々
に

そ
の
名
が
消
え
て
い
く
よ
う
に
。
そ

う
し
た
な
か
、
作
品
を
皆
さ
ん
に
見

て
い
た
だ
き
た
い
、
知
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
の
思
い
で
、
戦
時
中
か
ら

一
家
で
移
り
住
み
、
愛
着
の
あ
る
南

町
に
美
術
館
を
設
立
し
ま
し
た
。
当

初
は
知
名
度
が
低
く
苦
労
し
ま
し
た

ね
。で
も
、地
道
な
活
動
が
報
わ
れ
、

最
近
で
は
マ
ス
コ
ミ
に
取
り
上
げ
ら

れ
た
り
、
他
の
美
術
館
で
展
覧
会
を

開
い
て
い
た
だ
い
た
り
し
て
い
ま
す
。

自
身
、
暁
斎
の
魅
力
に
取
り

つ
か
れ
た
一
人
で
す
。
作
品

は
も
ち
ろ
ん
、
文
明
開
化
が
進
む
な

か
、
日
本
の
美
意
識
を
全
う
し
た
信

念
や
、
一
方
で
さ
ま
ざ
ま
な
画
法
を

取
り
入
れ
る
旺
盛
な
探
究
心
を
持
ち

続
け
た
人
柄
を
尊
敬
し
て
い
ま
す
。

実
は
医
師
に
な
っ
た
の
は
暁
斎
の
作

品
が
き
っ
か
け
な
ん
で
す
よ
。
美
大

に
進
む
か
悩
ん
で
い
た
頃
、
17
歳
の

暁
斎
が
描
い
た
『
毘
沙
門
天
之
図
』

（
右
作
品
）
を
見
て
、
画
家
と
し
て

超
え
ら
れ
な
い
と
、
そ
の
道
を
断
念

し
ま
し
た
。人
生
の
転
機
と
な
っ
た
、

思
い
出
深
い
作
品
で
す
ね
。

後
も
暁
斎
に
つ
い
て
の
研
究

を
重
ね
、
そ
の
功
績
を
後
世

に
伝
え
て
い
く
と
と
も
に
、
美
術
館

に
つ
い
て
も
多
く
の
人
が
楽
し
め
る

よ
う
な
展
覧
会
を
開
い
て
い
き
ま
す
。

ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

暁

私今

バラエティに富んだ暁斎の魅力を
　　　　　　多くの人に知っていただきたい

▶�暁斎、17歳の
ときの作品。
この頃、駿河
台狩野塾に属
し、寝る間も
惜しんで学習
に励んでいた
そうです

※�常時展示はし
ていません

83歳。市内在住。暁斎の研究や
展示を通じて、美術館の発展に
尽力。昭和56年、埼玉県文化と
もしび賞、平成元年に蕨市けや
き文化賞を受賞。東京大学医学
博士で、蕨眼科院長

河鍋 楠美 館長
Kusumi Kawanabe

河鍋暁斎記念美術館　展覧会スケジュール 入館料／一般＝540円
大学生～中学生＝430円 小学生以下＝210円

今月25日まで
｢妖怪図─奇々怪々あやしの世界─｣展
暁斎プラスワンシリーズ22
野坂稔和 ｢波の戯画｣ 展

７月１日～８月25日まで
｢暁斎一門の動物画
　　　　─迫真からユーモアへ─｣ 展
第28回かえる展

９月１日～10月25日まで
｢日本の四季の美｣ 展
暁斎プラスワンシリーズ23
古舘興「葉っぱ｣ の世界・｢木・樹｣ の世界展

暁斎とその一門が描いた
楽しい妖怪や恐ろしい幽
霊図を御覧になれます。
また、暁斎の影響を受け
た現代作家によるプラス
ワンシリーズでは、野坂
氏の戯画を中心とした作
品を展示しています

真に迫る動物画と
そこから展開され
るユーモラスな動
物戯画が楽しめる
ほか、カエル好き
の 暁 斎 の 縁 で 始
まったかえる展も
同時開催されます

暁斎と娘・暁翠に
よる自然の美しさ
を描いた作品に加
え、プラスワンシ
リーズでは墨だけ
で豊かな色彩を描
く、古舘氏の作品
が展示されます 野坂稔和

｢波達磨図｣
河鍋暁斎

｢蛙の人力車と郵便夫｣
古舘興　｢“こんにちは”

いつもお世話になります」

Interview

暁斎の世界を
お楽しみください

特集：河鍋暁斎記念美術館
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４
割
程
度
と
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
未
受
診
で
も
多
く

の
メ
タ
ボ
該
当
者
と
予
備
群

が
い
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

特
定
健
診
は
、蕨
・
戸
田
市

内
の
指
定
健
診
機
関
で
受
診

す
る
こ
と
が
で
き
、
健
診
機

関
に
よ
っ
て
は
、土
・
日
曜
日

も
可
能
で
す
。
な
お
、
対
象

者
に
は
今
月
中
に
受
診
券
を

発
送
し
ま
す
。受
診
期
間
は
、

受
診
券
到
着
か
ら
10
月
31
日

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

い
つ
ま
で
も
健
康
で
い
ら

れ
る
よ
う
に
、
ま
た
、
あ
な

た
の
体
を
気
遣
う
家
族
の
た

め
に
も
、
こ
の
機
会
に
特
定

健
診
を
受
け
て
、
自
身
の
健

康
状
態
を
把
握
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
＝
医
療
保
険
課

（
緯
433
・
７
７
３
６
）

→ます　郵送のため到着日が若干遅れる場合もありますのでご了承ください　問い合わせ＝税務課（緯433・7707）

※
市
国
保
以
外
の
人
の
健
診
に

つ
い
て
は
、
加
入
先
の
医
療
保

険
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

情
報
ダ
イ
ヤ
ル

　

掲
載
は
無
料
。
申
し
込
み
は
秘

書
広
報
課（
緯
433
・７
７
０
３
）へ
。

〔
飼
い
主
を
探
し
て
い
ま
す
〕

▼
セ
キ
セ
イ
イ
ン
コ　

約
20
㌢　

水
色
と
白
色　

４
月
24
日
に
中
央

３
丁
目
の
民
家
で
保
護
≪
石
村
・

緯
432
・
３
０
０
４
≫

〔
仲
間
に
な
り
ま
せ
ん
か
〕

▼
ヨ
ー
ガ　

シ
ャ
ン
テ
ィ　

木
曜

日　

午
後
１
時
半　

中
央
公
民
館 

月
１
５
０
０
円
≪
齋
藤
・
緯
090
・

１
８
５
３
・
３
６
４
８
≫

▼
児
童
合
唱
団「
野
う
さ
ぎ
」　

土

曜
日　

午
後
４
時
半　

南
公
民
館 

月
３
５
０
０
円　

５
歳
～
高
校
生

≪
近
藤
・
緯
441
・
５
６
５
９
≫

▼
コ
ー
ル
こ
す
も
す（
女
声
合
唱
） 

木
曜
日　

午
後
１
時　

中
央
公
民

館　

月
４
０
０
０
円
≪
林
田
・
緯

431
・
６
６
３
９
≫

▼
楊
名
時（
太
極
拳
）　

土
曜
日　

午
後
２
時
半　

蕨
駅
東
口
駅
前

ラ
・
セ
ー
ヌ
ビ
ル　

月
４
５
０
０

円
≪
浦
島
・
緯
224
・
５
９
１
５
≫

▼
合
気
道
無
為
会　

月
・
木
曜
日 

午
後
７
時　

市
民
体
育
館
ま
た
は

第
二
中
学
校　

月
１
０
０
０
円

≪
壷
内
・
緯
441
・
１
０
７
２
≫

▼
コ
ー
ロ
・
ダ
ー
マ
（
女
声
合
唱
） 

水
曜
日　

午
前
10
時　

中
央
公
民

館　

月
５
０
０
０
円
≪
町
田
・
緯

441
・
２
４
５
６
≫

▼
ヨ
ー
ガ
で
さ
わ
や
か　

月
３
回

日
曜
日　

午
前
９
時　

中
央
公
民

館　

月
１
５
０
０
円
≪
根
津
・
緯

443
・
１
６
５
６
≫

や
す
く
、
こ
れ
ら
は
日
本
人

の
死
因
の
半
数
以
上
を
占
め

る
が
ん
、
心
疾
患
、
脳
血
管

疾
患
の
発
症
に
深
く
関
わ
っ

て
い
ま
す（
左
下
囲
み
）。
ま

た
、
病
気
は
自
覚
症
状
が
な

い
ま
ま
進
行
し
、
重
症
化
す

る
ま
で
気
が
つ
か
な
い
こ
と

が
多
く
危
険
で
す
。

　

こ
う
し
た
病
気
の
発
症
を

防
ぐ
に
は
、
日
頃
の
健
康
管

理
が
重
要
で
す
。
そ
こ
で
お

役
立
て
い
た
だ
き
た
い
の
が
、

市
国
保
が
実
施
し
て
い
る
特

定
健
康
診
査
（
以
下
特
定
健

診
）
で
す
。
こ
れ
は
市
国
保

に
加
入
し
て
い
る
40
歳
か
ら

74
歳
ま
で
の
人
を
対
象
と
し

て
、
生
活
習
慣
病
の
原
因
と

な
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）

に
着
目
し
た
健
診
を
行
い
、

該
当
者
と
予
備
群
を
早
期
に

リポート　そこが知りたい

〈99〉

　

私
た
ち
が
暮
ら
す
現
代
社

会
で
は
、生
活
が
便
利
に
、豊

か
に
な
っ
た
一
方
で
、
食
生

活
の
偏
り
や
運
動
不
足
、
喫

煙
、飲
酒
、ス
ト
レ
ス
な
ど
に

よ
っ
て
生
活
習
慣
病
に
か
か

る
人
が
増
え
続
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
不
摂
生
の
積

み
重
ね
は
、
高
血
糖
症
、
高

血
圧
症
、
脂
質
異
常
症
な
ど

の
生
活
習
慣
病
に
つ
な
が
り

常
、
喫
煙
歴
有
り
の
う
ち
、

複
数
重
な
る
人
が
特
定
保
健

指
導
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

市
国
保
の
受
診
状
況
を
見

る
と
、
約
３
割
が
メ
タ
ボ
該

当
者
及
び
予
備
群
と
な
っ
て

い
ま
す（
左
表
）。
し
か
し
な

が
ら
、
対
象
者
約
１
万
２
０

０
０
人
の
う
ち
、
受
診
率
は

国
保
加
入
の
40
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
皆
さ
ん

特
定
健
診
で
生
活
習
慣
病
の
予
防
を
！

発
見
し
、
そ
の
後
の
特
定
保

健
指
導
に
よ
り
生
活
の
改
善

に
取
り
組
む
も
の
で
す
。

　

特
定
健
診
で
は
、
肥
満
の

指
標
と
な
る
Ｂ
Ｍ
Ｉ
や
内
臓

脂
肪
量
を
み
る
腹
囲
計
測
な

ど
の
ほ
か
、
血
液
、
尿
検
査

を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
結
果

を
基
に
腹
囲
が
男
性
は
85
㌢

以
上
、
女
性
は
90
㌢
以
上
、

ま
た
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ
が
25
以
上
で

高
血
糖
、
高
血
圧
、
脂
質
異

　

あ
な
た
の
知
ら
ぬ
間
に
進
行
し
、
気
が
つ
く
の
が
遅
れ
る
と
重
症
化
す
る
恐
れ
の
あ
る
生

活
習
慣
病
。
今
月
は
、
皆
さ
ん
の
健
康
管
理
を
サ
ポ
ー
ト
し
よ
う
と
、
市
が
毎
年
実
施
し
て

い
る
特
定
健
診
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
お
知
ら
せ
版
５
㌻
と
併
せ
て
御
覧
く
だ
さ
い
。

受診券は今月から順次発送不
摂
生
な
生
活
が
招
く

恐
ろ
し
い
生
活
習
慣
病

「
脱
メ
タ
ボ
」目
指
し
て

生
活
改
善
を
サ
ポ
ー
ト

指
定
の
健
診
機
関
に
て

10
月
末
ま
で
に
受
診
を

適度な運動は生活習慣病の予防に

蕨市国保
特定健康診査の

受診状況

平成23年度 平成24年度

人数 割合 人数 割合
健 診 対 象 者 12,573 － 12,602 －
健 診 受 診 者 4,772 38.0％ 4,945 39.2％
メ タ ボ 該 当 者 902 18.9％ 961 19.4％
メ タ ボ 予 備 群 470 9.8％ 518 10.5％

法定報告より

死因別の死亡割合

厚生労働省｢Ｈ23 人口動態統計｣

がん
28.5％

心疾患
15.5％

脳血管疾患
9.9％

がん
28.5％

心疾患
15.5％

脳血管疾患
9.9％

肺炎
9.9％

その他
20.3％

肺炎
9.9％

不慮の事故　4.8％

老衰　4.2％

自殺　2.3％
腎不全　2.0％

慢性閉塞性
肺疾患
1.3％

肝疾患　1.3％
その他
20.3％
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春薫るまちの祭り開催
　

４
月
29
日
、
中
山
道
本
町

通
り
で
「
苗
木
市
・
藤
ま
つ

り
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。沿

道
で
の
バ
ラ
や
ボ
タ
ン
な
ど

の
苗
木
販
売
、
歴
史
民
俗
資

料
館
分
館
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
に
よ
る
お
茶
の
お
も
て

な
し
な
ど
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、

三
学
院
の
藤
棚
も
公
開
。
４

万
５
０
０
０
人
は
春
の
ひ
と

と
き
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

文化活動で深まる交流

大盛況！支援フェスタ

　

５
月
９
日
か
ら
11
日
ま
で

の
３
日
間
、
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
け
や
き
荘
で
、「
け
や

き
荘
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
同
施
設
の
利
用
者

に
よ
る
演
技
の
披
露
や
作
品

展
の
ほ
か
、
舞
踊
や
茶
道
の

講
座
な
ど
が
行
わ
れ
、
参
加

し
た
延
べ
７
７
１
人
は
、
活

動
の
発
表
を
通
じ
て
、
触
れ

合
い
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　

各
児
童
館
や
地
域
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
手
作
り
の

催
し
「
子
育
て
支
援
フ
ェ
ス

タ
」が
、５
月
18
日
、福
祉
・
児

童
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
２

７
８
８
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

工
作
や
遊
び
コ
ー
ナ
ー
、
模

擬
店
は
ど
れ
も
大
盛
況
。
今

年
は
魅
惑
の
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ

ー
も
あ
り
、
会
場
は
笑
顔
と

驚
き
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

５
月
18
日
、
市
民
体
育
館

で
、「
蕨
市
少
年
相
撲
大
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和

40
年
に
始
ま
り
、
今
回
が
記

念
す
べ
き
50
回
目
と
な
っ
た

こ
の
大
会
に
は
、
幼
児
か
ら

小
学
生
ま
で
の
ち
び
っ
こ
力

士
80
人
が
出
場
し
、
土
俵
の

上
で
熱
戦
を
披
露
。
伝
統
あ

る
蕨
の
相
撲
史
の
１
㌻
に
、

そ
の
雄
姿
を
刻
み
ま
し
た
。

土俵を沸かす真剣勝負

活力あふれる健康講座
　

60
歳
以
上
の
皆
さ
ん
の
い

き
い
き
と
し
た
生
活
を
支
援

し
て
い
る
松
原
会
館
で
は
、

今
年
度
か
ら
、「
は
つ
ら
つ
体

操
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

５
月
20
日
の
講
座
に
は
、
22

人
が
参
加
。
歌
い
な
が
ら
体

を
動
か
し
た
り
、
ベ
ル
と
い

う
補
助
具
を
使
っ
て
体
操
を

し
た
り
と
、
終
始
笑
顔
で
爽

や
か
な
汗
を
流
し
ま
し
た
。

▼
Ａ
Ｂ
Ｃ
キ
ッ
ズ（
幼
児
英
会
話
） 

月
３
回
水
曜
日　

午
前
10
時　

中

央
公
民
館
か
旭
町
公
民
館　

月
２

３
０
０
円　

未
就
園
児
≪
小
沼
・

緯
090
・
９
６
４
５
・
８
８
１
２
≫

▼
ラ
ベ
ン
ダ
ー（
社
交
ダ
ン
ス
）　

月
３
回
日
曜
日　

午
後
１
時
半　

福
祉
・
児
童
セ
ン
タ
ー　
月
３
０
０

０
円
≪
内
田
・
緯
444
・
８
５
３
１
≫

▼
土
曜
ダ
ン
ス
教
室　

月
２
回
土

曜
日　

午
後
１
時　

中
央
公
民
館 

月
２
２
０
０
円　

初
心
者
歓
迎

≪
原
・
緯
444
・
５
７
５
４
≫

▼
竹
紫
館（
剣
道
）　

月
・
水
・
金

曜
日　

午
後
６
時　

同
館　

５
歳

以
上
≪
浅
野
・
緯
080
・
９
６
６
０
・

１
９
４
６
≫

▼
千
の
会（
日
本
舞
踊
）　

水
曜
日 

午
後
４
時　
東
公
民
館　
月
３
０
０

０
円　

４
歳
～
小
学
生
≪
桑
原
・

緯
090
・
１
１
０
７
・
８
４
８
６
≫

〔
参
加
し
ま
せ
ん
か
〕

▼「
埼
玉
の
偉
人　
塙
保
己
一
の
偉

業
」講
演
会　
22
日　
午
前
９
時
半 

市
民
会
館　

３
０
０
円
≪
平
田
・

緯
090
・
３
１
３
１
・
９
３
９
９
≫

▼
日
帰
り
旅
倶
楽
部　

古
都
・
北

鎌
倉
散
歩　

７
日　

１
０
０
０
円

≪
岩
本
・
緯
090
・
３
４
３
１
・
４

２
９
５
≫

▼
ワ
ン
コ
イ
ン
江
戸
あ
る
き　

南

町
奉
行
所
か
ら
築
地
界
隈
へ　

７

日
・
12
日
・
14
日
か
ら
選
択　

い

ず
れ
も
午
前
９
時　

蕨
駅
改
札
口

集
合　

５
０
０
円
≪
富
山
・
緯

090
・
２
７
６
４
・
１
３
４
２
≫

▼
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー　

11
日
・

19
日
・
27
日　

午
後
１
時　

文
化

ホ
ー
ル
く
る
る　

４
９
９
円
≪
犬

塚
・
緯
441
・
７
３
７
３
≫

この数な～に
２６７万６，６００㌧

　今月１日から７日までは水道週間で
す。そこで水道にまつわる豆知識を一
つご紹介します。皆さんがふだん何気
なく使っている水道水には、市内９つ
の井戸からくみ上げた地下水が３割以
上も含まれています。その量はなんと
年間２６７万６，６００㌧､東京ドーム
約２杯分です。地下水は渇水や災害時
の貴重な水資源であり、市では安定し
た供給ができるよう水質管理に努めて
います。こうした水道のしくみが分か
るパネル展を、７日まで西公民館で開
催します。ぜひお立ち寄りください。

　

都
内
の
銀
行
に
勤
め
る
田

中
さ
ん
は
ブ
ラ
ジ
ル
北
東
部

の
ト
メ
ア
ス
出
身
の
日
系
二

世
で
す
。16
年
前
に
来
日
し
、

４
年
後
に
蕨
へ
越
し
て
き
ま

し
た
。
現
在
は
日
本
に
帰
化

し
、パ
キ
ス
タ
ン
人
の
夫
、３

人
の
子
ど
も
と
暮
ら
し
て
い

ま
す
。仕
事
、家
事
、育
児
と
、

忙
し
い
毎
日
を
送
る
田
中
さ

ん
に
と
っ
て
、
休
日
は
家
族

と
ゆ
っ
く
り
触
れ
合
え
る
貴

重
な
時
間
。
図
書
館
で
紙
芝

居
を
楽
し
ん
だ
り
市
民
公
園

で
お
弁
当
を
食
べ
た
り
と
、

市
内
で
過
ご
す
こ
と
が
多
い

そ
う
で
す
。「
蕨
は
家
族
で
暮

ら
す
の
に
ぴ
っ
た
り
で
、
大

好
き
で
す
」と
、幸
せ
そ
う
な

笑
顔
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

この
まちに

暮らして

潤　娜さん　 ブラジル
塚越２丁目・41歳

田
た

中
なか

 バット 沙
さ

織
おり

さん

ま
・
ち
・
の
・
話
・
題
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土
曜
日
は
大
田
原
市
民
が
直
接
販
売
に
当
た
り
ま
す

ワ
ラ
ビ　

あ
れ
!?
与
一
く
ん

の
旗
が
出
て
い
る
よ
。

お
母
さ
ん　

ゆ
る
キ
ャ
ラ
グ

ラ
ン
プ
リ
で
も
お
な
じ
み
の

栃
木
県
大
田
原
市
の
マ
ス
コ

ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
ね
。
あ

そ
こ
は
「
Ｙ
ｏ
ｕ 

Ｍ
ｅ 

与

一
館
」っ
て
お
店
み
た
い
よ
。

ワ
ラ
ビ　

行
っ
て
み
よ
う
。

ス
タ
ッ
フ　

こ
ん
に
ち
は
。

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
。

ワ
ラ
ビ　

あ
！
与
一
く
ん
グ

ッ
ズ
が
た
く
さ
ん
あ
る
よ
。

ス
タ
ッ
フ　

こ
の
お
店
は
大

田
原
市
の
特
産
品
な
ど
を
売

っ
て
い
る
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ

プ
な
ん
で
す
よ
。

お
母
さ
ん　

大
田
原
市
と
い

う
と
、昨
年
、蕨
市
と
災
害
協

定
を
結
ん
だ
ま
ち
で
す
よ
ね
。

ス
タ
ッ
フ　

そ
う
で
す
ね
。

行
政
ど
う
し
だ
け
で
な
く
、

市
民
レ
ベ
ル
で
も
交
流
を
育

店
舗
は
中
央
６
丁
目　

与
一
く
ん
を
目
印
に

毎
週
土
曜
日
は
お
い
し
い
産
直
野
菜
を
販
売

ん
で
い
る
ん
で
す
よ
。

ワ
ラ
ビ　

そ
う
い
え
ば
、
僕

の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
も
、
近
所

の
人
た
ち
と
大
田
原
に
行
っ

た
っ
て
言
っ
て
い
た
よ
。

ス
タ
ッ
フ　

私
も
現
地
を
訪

れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

山
も
川
も
き
れ
い
で
、
自
然

に
囲
ま
れ
た
、
蕨
と
は
異
な

る
魅
力
を
持
つ
ま
ち
で
す
よ
。

お
母
さ
ん　

こ
の
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
も
交
流
の
一
環
で

出
来
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

ス
タ
ッ
フ　

は
い
。
運
営
主

体
の
お
お
た
わ
ら
都
市
農
村

共
生
・
対
流
推
進
協
議
会
に
、

私
た
ち
蕨
な
ご
み
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
が
協
力
す
る
形
で
、
そ

れ
ぞ
れ
の
市
民
が
力
を
合
わ

せ
て
運
営
し
て
い
ま
す
。

お
母
さ
ん　

こ
の
お
店
を
中

心
に
、
両
市
の
交
流
が
い
っ

そ
う
深
ま
り
そ
う
で
す
ね
。

ワ
ラ
ビ　

お
店
の
中
に
は
、

い
ろ
い
ろ
な
商
品
が
置
い
て

あ
っ
て
楽
し
い
ね
。

お
母
さ
ん　

お
米
や
ト
ウ
ガ

ラ
シ
の
加
工
品
な
ど
、
蕨
に

は
な
い
物
が
い
っ
ぱ
い
ね
。

ス
タ
ッ
フ　

そ
の
時
期
の
旬

の
物
を
入
荷
し
て
い
て
、
毎

週
土
曜
日
に
は
、
ト
マ
ト
や

ネ
ギ
と
い
っ
た
大
田
原
産
の

新
鮮
野
菜
も
販
売
し
て
い
ま

す
。
毎
週
完
売
に
な
る
ほ
ど

親と子の
ニュースの
小窓

大田原市と　 蕨市の
新たな交流の拠点となる

You Me 与一館 特
産
品
と
と
も
に
ご
来
店
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　中央６丁目に、栃木県大
おお

田
た

原
わら

市の
アンテナショップがオープンしたの
をご存じですか。同市と蕨市は、昨
年12月に、災害協定を締結したほか、
市民間交流も進展しています。そこ
で今月は、大田原市の魅力が詰まっ
た、同店舗の概要をご紹介します。

好
評
な
ん
で
す
よ
。

ワ
ラ
ビ　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
が

お
土
産
に
買
っ
て
き
て
く
れ

た
ト
マ
ト
も
、
甘
く
て
と
っ

て
も
お
い
し
か
っ
た
も
ん
ね
。

お
母
さ
ん　

そ
れ
じ
ゃ
早
速
、

今
度
の
土
曜
日
、
家
族
み
ん

な
で
買
い
に
来
ま
し
ょ
う
。

ス
タ
ッ
フ　

店
内
に
は
大
田

原
の
お
祭
り
や
催
し
の
情
報

も
掲
示
し
て
い
ま
す
。
気
軽

に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
ね
。

ワ
ラ
ビ　

は
～
い
！

ス
タ
ッ
フ　

ま
た
、
現
在
、

大
田
原
牛
な
ど
、
よ
り
多
く

の
商
品
を
扱
え
る
よ
う
に
計

画
中
な
ん
で
す
よ
。

お
母
さ
ん　

そ
れ
は
と
て
も

楽
し
み
だ
わ
。

ワ
ラ
ビ　

モ
ー
、
大
田
原
が

好
き
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
よ
。

店
舗
デ
ー
タ
／
営
業
＝
月
～

土
曜
日　

午
前
11
時
～
午
後

３
時（
土
曜
日
は
10
時
か
ら
） 

問
い
合
わ
せ
＝
同
店
（
中
央

６
︱

４
︱

55　
緯
234・４
８
０
５
）

★

駅前通り

中央浄水場

中央小

中央東小

西口

MAP
駅前通り

中央浄水場
東
京
▼

中央小

中央東小

You Me
与一館

中央土橋通り
（旧警察前通り）
中央土橋通り
（旧警察前通り）

You Me
与一館

蕨
駅



7　広報WARABI

真
ま

凛
りん

ちゃん
（４歳２か月）

真
まな

翔
と

ちゃん
（１歳４か月）

濱
はま

田
だ

　光
みつ

記
のり

さん　
涼
りょう

子
こ

さんの
長女・長男　 　

　　南町２丁目

美
み

桜
お

ちゃん
（１歳９か月）

晴
はれ

山
やま

　保
やす

幸
ゆき

さん　
仁
ひと

美
み

さんの
長女　　　　

　　中央６丁目

■ケアハウス松原入居者募集中／高齢者の安全安心の生活をサポート　一定条件あり　詳細＝同施設（緯432・6747）

　
「
活
発
で
き
れ
い
好
き
な

美
桜
。
私
の
掃
除
姿
を
ま
ね

て
い
る
の
か
、
よ
く
、
お
も

ち
ゃ
を
ス
ポ
ン
ジ
で
拭
い
て

き
れ
い
に
し
て
い
ま
す
。
最

近
は
キ
ッ
チ
ン
器
具
も
拭
こ

う
と
し
て
く
れ
、
そ
の
姿
か

ら
優
し
さ
が
伝
わ
っ
て
き
て

う
れ
し
い
で
す
ね
。
そ
ん
な

美
桜
は
パ
パ
が
大
好
き
。
夫

の
出
勤
時
に
は
、
玄
関
だ
け

で
な
く
、
窓
か
ら
も
『
い
っ

て
ら
っ
し
ゃ
い
』と
、飛
び
切

り
の
笑
顔
で
お
見
送
り
。
こ

れ
か
ら
も
、
挨
拶
や
感
謝
の

気
持
ち
を
言
葉
に
で
き
る
す

な
お
な
子
に
育
っ
て
ほ
し
い

で
す
」と
、母
親
の
仁
美
さ
ん
。

　

わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
－506－

かるた
ヘルスケア

　

睡
眠
は
体
も
脳
も
休
め
る

深
い
眠
り
の
ノ
ン
レ
ム
睡
眠

と
、
夢
を
見
る
浅
い
眠
り
の

レ
ム
睡
眠
を
繰
り
返
し
、90
分

を
１
サ
イ
ク
ル
と
し
て
一
晩

の
う
ち
に
何
回
か
こ
の
サ
イ

ク
ル
を
繰
り
返
し
ま
す
。
特

に
２
サ
イ
ク
ル
目
が
大
事
で
、

も
っ
と
も
脳
の
疲
労
を
回
復

し
、若
さ
を
保
つ
成
長
ホ
ル
モ

ン
を
分
泌
す
る
た
い
せ
つ
な

時
間
で
す
。
少
な
く
と
も
３

時
間
は
眠
る
よ
う
に
し
な
い

と
目
覚
め
て
か
ら
も
疲
れ
が

と
れ
ず
、成
長
ホ
ル
モ
ン
も
じ

ゅ
う
ぶ
ん
分
泌
さ
れ
ま
せ
ん
。

睡
眠
の
質
を
高
め
ら
れ
る
よ

う
に
照
明
を
暗
く
し
た
り
、眠

る
前
に
軽
く
ス
ト
レ
ッ
チ
を

し
た
り
す
る
と
よ
い
で
す
よ
。

DE

蕨
市
立
病
院

柴し
ば

田た 

優ゆ
う

子こ 

医
師

柴
田
医
師
の
健
康
増
進
外
来
は

木
曜
日
午
後
。
詳
細
は
市
立
病

院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
を

ノ
ン
レ
ム
睡
眠・レ
ム
睡
眠

の

　
「
カ
～
ン
」と
い
う
打
球
音
を
響
か
せ

な
が
ら
、
球
の
行
方
に
一
喜
一
憂
す
る

子
ど
も
た
ち
。
西
小
学
校
区
放
課
後
子

ど
も
教
室
で
は
、現
在
、グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
に
挑
戦
中
で
す
。
簡
単
な
ル
ー
ル

で
誰
で
も
楽
し
め
る
こ
の
競
技
。毎
年
、

町
会
で
も
大
会
が
開
か
れ
る
こ
と
か
ら
、

「
地
域
と
触
れ
合
う
き
っ
か
け
に
な
れ

ば
」と
ス
タ
ッ
フ
が
提
案
し
ま
し
た
。「
真

っ
す
ぐ
打
て
る
か
な
」
と
、
真
剣
に
球

筋
を
見
極
め
る
子
ど
も
た
ち
。
ま
だ
ま

だ
思
い
ど
お
り
に
打
て
ま
せ
ん
が
、「
練

習
し
て
、お
じ
い
ち
ゃ
ん
、お
ば
あ
ち
ゃ

ん
と
勝
負
し
た
い
」と
に
っ
こ
り
。ク
ラ

ブ
を
持
つ
手
に
自
然
と
力
が
入
り
ま
す
。

子どもクラブ目指せ！ホールインワン
西小学校区

放課後子ども教室

　

木
々
の
緑
が
深
く
な
る
こ

の
季
節
は
、
市
内
の
公
園
や

道
路
な
ど
に
は
、
色
と
り
ど

り
の
花
が
咲
き
誇
り
ま
す
。

住
宅
が
建
ち
並
び
、
人
口
密

度
日
本
一
の
蕨
に
と
っ
て
、

花
や
緑
は
、
市
民
生
活
に
潤

い
と
安
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ

ま
す
。
ま
た
、
花
や
緑
が
あ

る
と
こ
ろ
に
は
、人
が
集
い
、

触
れ
合
い
、
地
域
で
の
絆
が

広
が
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
こ
と
か
ら
、
蕨
市

で
は
、
現
在
、
公
園
を
中
心

と
す
る
花
い
っ
ぱ
い
運
動
を

進
め
て
い
ま
す
。
家
庭
か
ら

出
た
生
ご
み
を
堆
肥
化
し
、

市
内
の
障
害
の
あ
る
か
た
が

た
が
花
を
育
て
る
蕨
戸
田
衛

生
セ
ン
タ
ー
内
の
リ
サ
イ
ク

ル
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
で
は
、

年
間
、
11
万
鉢
近
く
育
て
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
こ
う
し
た

数
多
く
の
花
が
、
公
園
や
道

路
に
広
が
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

こ
う
し
た
運
動
を
広
げ
る

た
め
、
昨
年
か
ら
は
、
花
い

っ
ぱ
い
運
動
の
表
彰
制
度
を

つ
く
り
、
今
年
も
２
つ
の
団

体
が
受
賞
し
、
先
月
30
日
に

表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
今
月
の
14
日
、
15
日

に
は
、
中
央
２
丁
目
の
ね
む

の
き
公
園
で｢

あ
じ
さ
い
ま

つ
り｣

が
開
催
さ
れ
ま
す
が
、

こ
れ
も
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動

が
発
展
し
た
も
の
で
す
。
皆

さ
ん
も
、
ぜ
ひ
、
身
近
な
と

こ
ろ
で
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動

に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

市長　賴 髙 英 雄

花いっぱい運動で
まちに潤いと安らぎを

70

市民と市長の面会日
　面会日は毎月第１木曜日。
今月は５日。７月は３日です。
時間は午後１時～５時を予定
しています。
　ご希望のかたは秘書広報課

（緯433・7701）へ
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テ
ィ
ッ
ク
で
ボ
ー
ル
を
自

在
に
操
り
相
手
ゴ
ー
ル
を

果
敢
に
狙
う
、フ
ロ
ア
ボ
ー
ル
。１

チ
ー
ム
６
人
で
プ
レ
ー
し
、
室
内

ホ
ッ
ケ
ー
と
も
呼
ば
れ
る
こ
の
ス

ポ
ー
ツ
の
日
本
代
表
と
し
て
世
界

を
舞
台
に
戦
う
の
は
菅
谷
ひ
と
み

さ
ん（
19
歳
・
北
町
５
丁
目
）で
す
。

　

菅
谷
さ
ん
が
フ
ロ
ア
ボ
ー
ル
と

出
合
っ
た
の
は
、
地
域
の
ク
ラ
ブ

に
所
属
す
る
母
親
に
誘
わ
れ
、
練

習
に
参
加
し
た
中
学
３
年
生
の
と

き
で
し
た
。
シ
ュ
ー
ト
を
決
め
た

と
き
の
爽
快
感
に
魅
了
さ
れ
、
ク

ラ
ブ
に
加
入
。
身
長
１
５
０
㌢
と

小
柄
な
菅
谷
さ
ん
で
す
が
、
俊
敏

さ
を
生
か
し
た
プ
レ
ー
を
武
器

に
、
フ
ォ
ワ
ー
ド
と
し
て
ク
ラ
ブ

内
で
め
き
め
き
と
実
力
を
つ
け
て

い
き
ま
し
た
。
昨
年
入
学
し
た
大
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広
報
蕨　

七
五
七
号　

平
成
二
十
六
年
六
月
一
日
発
行　

毎
月
一
回
発
行　

印
刷
・
㈱
秀
飯
舎

広
報
に
載
っ
て
い
る
写
真
を
希
望
者
に
差
し
上
げ
ま
す
　
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

ひと
フロアボール日本代表　　　

菅
すが

谷
や

 ひとみ さん

世界を駆け抜ける選手へ

学
で
も
迷
わ
ず
フ
ロ
ア
ボ
ー
ル
の

部
活
に
入
部
。
ス
テ
ィ
ッ
ク
の
構

え
や
パ
ス
の
出
し
方
な
ど
、
基
礎

か
ら
見
直
し
た
だ
け
で
な
く
、
持

ち
味
の
瞬
発
力
を
磨
く
体
づ
く
り

に
も
励
み
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
積
み
重
ね
に
よ
り
、

豊
富
な
運
動
量
と
鋭
い
切
れ
で
攻

撃
の
軸
に
成
長
し
た
菅
谷
さ
ん
。

リ
ー
グ
戦
な
ど
で
チ
ー
ム
の
勝
利

に
貢
献
し
た
ほ
か
、
そ
の
実
力
が

選
考
会
で
も
認
め
ら
れ
、
12
月
に

チ
ェ
コ
で
開
催
さ
れ
た
世
界
フ
ロ

ア
ボ
ー
ル
選
手
権
の
日
本
代
表
に

抜
擢
さ
れ
ま
し
た
。
全
試
合
に
出

場
し
、結
果
は
16
チ
ー
ム
中
15
位
。

世
界
の
壁
の
厚
さ
を
痛
感
し
た
一

方
、「
自
分
の
課
題
が
分
か
っ
た
」

と
、
自
ら
を
分
析
す
る
機
会
に
も

な
り
ま
し
た
。そ
し
て
、同
月
に
行

わ
れ
た
日
本
学
生
フ
ロ
ア
ボ
ー
ル

選
手
権
で
は
全
国
優
勝
に
貢
献

し
、
最
優
秀
選
手
賞
に
輝
く
な
ど
、

大
舞
台
で
得
た
経
験
を
生
か
し
、

日
本
一
の
栄
冠
を
手
に
し
ま
し
た
。

　
「
昨
年
は
土
台
を
築
い
た
１
年

で
し
た
。
今
年
は
世
界
で
戦
え
る

選
手
を
目
指
し
た
い
」
と
語
る
菅

谷
さ
ん
。今
月
18
日
～
22
日
に
は
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
る
世

界
学
生
選
手
権
で
再
び
世
界
と
相

対
し
ま
す
。
ス
ピ
ー
ド
感
あ
ふ
れ

る
プ
レ
ー
で
体
の
大
き
な
外
国
人

選
手
を
翻
弄
し
、
き
っ
と
日
本
を

勝
利
に
導
い
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

軽やかなスティックさばきの菅谷さん

輝

いて
ます

　

私
た
ち
、「
た
い
こ
ク
ラ
ブ　

か
が

や
き
」は
、太
鼓
を
通
じ
た
障
害
者
の

余
暇
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
サ
ー

ク
ル
で
す
。
特
別
支
援
学
校
の
卒
業

生
た
ち
か
ら
の
要
望
に
よ
り
、
平
成

９
年
に
結
成
さ
れ
、
現
在
は
指
導
者

を
含
め
、15
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

第
１
金
曜
日
と
第
３
水
曜
日
の
午

後
７
時
か
ら
、
下
蕨
公
民
館
で
練
習

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
練
習
中
は

楽
し
く
太
鼓
を
た
た
い
て
ス
ト
レ
ス

を
発
散
す
る
だ
け
で
な
く
、
各
自
が

太
鼓
と
真
剣
に
向
き
合
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
月
２
回
の
活
動
は
ほ
ぼ

全
員
が
皆
勤
な
ん
で
す
よ
。

　

そ
ん
な
会
員
の
皆
さ
ん
が
、
目
標

に
し
て
い
る
の
が
生
涯
学
習
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
な
ど
、
地
域
の
催
し
で
の

成
果
発
表
で
す
。
次
の
大
き
な
舞
台

は
、
今
月
８
日
の
社
会
福
祉
セ
ン
タ

ー
ま
つ
り（
お
知
ら
せ
版
８
㌻
参
照
）。

お
そ
ろ
い
の
衣
装
を
着
て
、
渾
身
の

演
技
を
披
露
し
ま
す
。
ぜ
ひ
会
場
で

そ
の
雄
姿
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、
生
涯
学
習
活
動
を

通
じ
た
触
れ
合
い
を
深
め
て
い
ま
す
。

い
っ
し
ょ
に
太
鼓
を
た
た
い
て
み
た

い
か
た
や
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
く
だ
さ

る
か
た
は
、
代
表
・
尾
崎
（
☎
442
・

０
５
０
４
）ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

尾
お

崎
ざき

 節
せつ

子
こ

 代表

迫力ある太鼓の音を響かせる皆さん

～たいこクラブ かがやき～

紹介します！ 皆さんの市民活動

キラリ‼　
　みんなの力

太
鼓
を
通
し
て
広
げ
た
い

障
害
者
の
生
涯
学
習
の
輪

　

こ
の
コ
ラ
ム
で
は
、
わ
ら
び

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
☎
445
・
７
２
５
６
）の
市
民
活
動

登
録
団
体
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

メッセージ

ス


